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小学校英語の現場から
京都市立西陣中央小学校教諭　

矢野智子

1. 現場の状況が正直に表れている

調査結果をみて、全体的には、英語教育に

関する保護者のニーズが高まってきている中

で、現場の教員の腰はちょっと引けているか

なという印象を受けました。「小学校での英語

活動に対しては反対ではないし、ALTや外

部講師が来て授業をしてくれるのは、子ども

にとって非常にいいことだから歓迎しますが、

自分たちで行うのはちょっと…」という実態が

みえてきたと思います。

でもそれは当然で、私たちは小学校の教師

ですから、英語を教える、コンピュータを教

える、などということは教員になる時には考

えてもみませんでしたし、訓練を受けている

わけでもありません。突然、「教えてください」

ということになっても、「急にそんなことを言

われても…」という戸惑いが、とくに年配の先

生方にはあると思います。

また、英語活動は９割の学校でやっている

という結果が出ましたが、実態は年間何十時

間もやっているところから、年に1、2 回、行

事的にやっているところまでさまざまで、その

中身についてはバラバラであるということも

みえてきたと思います。

私の勤務している京都市立西陣中央小学

校では、2000年度から英語活動を始めて今

年で 6年目ですが、最初の頃は、ALTとの打

合せ時間がないことが一番の悩みでした。で

すが、指導計画を作って活動していくと、それ

にしたがって悩みも増えてきます。調査結果

にもそれがあらわれていますね（図1-4-3）。

年間時数の多いところと少ないところでは、

悩みの質が違います。私たちも英語活動を始

めて数年経つと、もっと研修しなければいけ

ないのではないか、ALTとのティーム・ティ

ーチング（以下、TT）において、担任の立場

でどう動いたらいいのだろう、などというよ

うに悩みが変わっていきました。

ですので、この調査結果に対して、大きな

驚きというのはありませんでしたが、私たちも

感じていたことが数値となってあらわされ

て、「ああ、やっぱりそうだ」と改めて思いま

した。

2. 誰かが動かなければ始まらない

国語や算数などの教科には指導要領があ

りますから、教科書を使って最低限これだけ

「第 1 回小学校英語に関する基本調査（教員調査）」の結果からは、現場の正直な意見や感想、
実態が見てとれます。本調査の企画・分析メンバーの矢野智子先生は、現在も実際に小学校教諭
として、英語活動に携わっていらっしゃいます。当事者のお一人として、今回の調査結果をどのよ
うにご覧になったのかという感想や現場の具体的な状況、今後行ってほしい支援などについてお
話をうかがいました。
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は教えるという指針があります。でも英語に

はそれがない。「自由にやっていい」という状

態が、かえって現場の混乱を招いているよう

に思います。また、それが学校ごとの差にも

つながります。ある学校ではとても熱心にや

っているかと思えば、ある学校では単なる行

事に終わっているとか。けれど、今でさえ

十分忙しいのに、この上さらに英語を教え

なさいと言われ、しかも指針も教材もない

ということでは、やはり教師の不安は募る

一方です。

私の学校でも最初の 2年間は、私たち教

師の英語への抵抗感も非常に強かったし、活

動の内容もALTにお任せで場当たり的でし

た。しかし、ALTによって英語活動そのもの

がぶれてしまうのは避けたいと考えるように

なりました。西陣中央小学校の指針、この学

校ではこういう方針でこういう内容をやりま

す、という計画をきちんと作らないといけな

いと思ったんです。指針があれば、ALTに

対して「これに基づいて一緒にやっていきま

しょう。いいプランがあったらあなたも出し

てください」「あなたのやりたいこの内容な

ら、ちょうど 3年生の 2月に似たようなことを

扱うから、そのときにアレンジしてやりましょ

う」ということが言えます。でも、「今日はこれ

をやりたいから」というALTに任せてしまっ

ていたら、子どもが年間を通して英語を積み

上げていくことは難しいと感じました。

活動を開始してちょうど２年半たった９月

にALTが交代する機会があり、そのチャン

スを生かすことにしました。「新しく来たALT

に『これがうちのプランです』と言える指導計

画を出しましょう」と提案しました。それがあ

れば、ALTが交代したとしても、西陣中央小

学校の英語活動の根幹が変わることはない

からです。

「私が指導計画を立てます。本時案も作り

ます。教材も作ります。だから皆さん一緒に

やりましょう。そして、やりながら皆でそれ

を改善していきましょう」と呼びかけました。

１年目はとても大変でしたが、言い出した者

の責任としてそれはやらなければ、と思いま

した。ともかく、軌道に乗るまでの苦労です

し、誰かがやらないと何も動きませんから。

ただ、ちょうどその2002年に「京都市小学

校英語活動研究会」＊1が始まったり、京都市

教育委員会による「指導計画と活動事例集

（試案）」＊2がつくられたりとタイミングがよか

ったこともあって実行できたのだと思います。

また、教師には異動がつきものです。その

ため、誰でも行える指導計画やシステムづく

りが必要だと感じます。そこで、西陣中央小

学校では｢英語活動部｣を作りました。現在、

3～ 6学年の担任から1人ずつ、ALT、それ

に英語活動主任とで組織していて、それぞれ

の授業の振り返り、研修の準備と実施、年間

の反省、ALTへのフィードバックなどを行っ
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ています。

3. ALTと学級担任のTTで教えるのが

理想

誰が教えるのが一番望ましいか、という点

についてですが、ALTと学級担任とのTT

がいいと思います。それを、時には担任主

導、時にはALT主導というように１時間の中

で変えていきます。例えば、「最初は私があ

いさつして進めるから、この活動はあなたが

やってね。次の活動はまた私が主導でやる

から」というふうに活動ごとに学級担任と

ALTとの役割分担を決めていくというやり方

が、一番望ましいかなと思っています。

最初は担任主導でやらないと、という気負

いもありましたし、ALTとの役割分担がすん

なり受け入れられるまでには、やはりALTと

の関係づくりなどの時間はかかります。私の

学校でもまだ十分とは言えないと思います。

ただ、少なくともすべてALTにお任せで後ろ

で見ている、という先生はもういません。

調査結果では、「専門の先生（専科）が教え

るのがよい」と感じている教員が７割以上と

多いですが（図2-4-3）、私はそれには賛成で

きません。専科の先生でも、もちろん1年間

継続して関わったら子どもとの関係はできて

くると思いますが、やはりその日の子どもの

状態がわかるのは学級担任です。「今日、この

子はちょっとしんどそうだからこのくらいにし

ておこう」とか、逆に、「この子ならこれはで

きそうだからやらせよう」などの配慮や判断

は担任だからこそできるんです。だから専科

の先生がいたとしても、担任も教室に入った

方がいいと思います。子どもが英語活動の時

間にどんな表情で取り組んでいるかを担任

が知っておく必要は大いにあります。担任と

して子どもの学校生活の様子を把握しておく

ことは大切なことだと思うのです。

4. 英語力よりもっと大事なものがある

とはいえ、「自分で教えるには英語力が足

りない」と感じている教師が多いですね（図

1-4-3）。ALTとの打合せや調整をするため

には、確かにある程度の英語力は必要です。

流暢に話す必要はありませんが、やりとりで

きる力があるに越したことはありません。で

も、なくてもできると思います。そして、それ

よりももっと大事なことがあります。実際に、

うちの学校のALTに、「授業をやりやすい先

生はどんな先生？」と聞いてみたことがあり

ます。すると、答えは「クラスの雰囲気づくり

がうまい先生」というものでした。先生自身が

間違いを恐れずに、一緒になって盛り上げて

くれるので、とても授業がやりやすい、という

ことでした。結局、英語活動がうまくいくクラ
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＊1 教師による自主的な研究会である「京都市小学校
英語活動研究会」

＊2 「指導計画と活動事例集（試案）」（京都市教育委員
会）

スというのは、担任の英語力には関係なく、

学級経営がうまくいっているクラスなんです

ね。

先生たちは必要以上にコンプレックスを感

じてしまっているのではないか、と思います。

「英語を教えてください」と言われれば、真っ

先にＬとＲの発音の違いなどを思い浮かべて

しまう。私の学校でも、ALTが来てくれた最

初の頃は、担任は控えめに立っているような

状態でした。でも、ALTの言っていることが

わからないと、子どもはまず、担任を見るん

です。そういうときに私たちがどぎまぎしたり

腰が引けてしまったりしたら、子どもにそれ

が伝わってしまいます。そういうときには「先

生もちょっとわからなかったから、もう1回言

ってもらおうか。じゃあ、もう1回言ってって、

英語で何て言うのかな？」などとつないでい

って、子どもたちを引っ張っていくことが大事

だと思います。

教師ですから、どうしても、子どもに間違

ったことを教えてはいけない、それに子ども

の前で恥をかきたくないという気持ちがあり

ます。でも、「わからなくても先生は逃げない

よ」という姿勢、コミュニケーションの糸を自

分からつないでいく姿勢を見せることが、担

任としてのあるべき姿だと思います。

5. 望ましい開始学年について

調査結果では、「1年生から開始するのが

望ましい」という意見が多いのですが（図2-

3-1）、限られた授業時数の中で、英語を週に

何時間くらいやるのが適当なのかは、慎重に

考えなくてはいけないと思います。1年生は

学校生活や授業そのものに慣れていくことも

大事ですし、国語も算数も大事です。子ども

の発達段階に合わせた時数ということを考え

る必要があると思います。現在、西陣中央小

学校で行っている英語活動は、年間20時間

程度です。時間数を増やすのであれば、年

間指導計画の見直しも必要です。公立小学

校の授業数としてどのくらいが適当なのか、

慎重に考える必要があると思います。

しかし、もちろん 1年生から始めることの

良さを感じることはあります。1、2 年生は、

繰り返しが好きです。しかし、歌やチャンツ

で引きつけられるのは低学年からせいぜい

3、4 年生までです。高学年になるほど難し

くなります。もし、高学年から英語活動を始

めるなら、その内容や方法に配慮が必要にな

ってくると思います。英語力はないとしても、

知的要求度の高い高学年の子どもが興味を

持てるように工夫する必要があります。初め

て英語に出会うからといって、あまり幼すぎる

内容では、積極的には取り組んでくれません。

6. サポート体制が整えば、絶対に

教えられる

6 年間やってきて思うことは、小学校英語
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というのは、まだまだ研究の余地はあるし、

改善点もあるということです。子どもたちも

何年間かやっていると、ありきたりのゲーム

やチャンツだけではいつまでも引っ張れませ

ん。新しい指導内容を取り入れてさらにより

よいものを作ろうという柔軟な姿勢が必要で

す。でないと我々も成長していきません。

とくに高学年の英語活動の研究や参考事

例がもっとほしいと思います。内容はある程

度中学の前倒しとなるのかもしれません。で

も指導法は同じというわけにはいきません。

また、小学校での英語活動について、楽し

ければいいというだけでは保護者は納得しま

せん。その意味で、私たちが小学校でやって

いきたいと思う「コミュニケーション重視」と

いう部分と、保護者の思いは多少ずれるかも

しれません。保護者を対象とした調査などを

みると、やはりスキルも身につけてほしいと

いう要望が出てきます。コミュニケーション能

力というのは、形として見えにくい部分があ

るので、しょうがないことではあります。形や

成果を数字で示せるものも出していかない

と、保護者を納得させられない部分も確か

にあると思います。しかし、「コミュニケーシ

ョン重視」ということが、小学校英語活動の中

心からぶれることはないと思います。それを

ベースに活動していくのが望ましいのではな

いでしょうか。

やはり、子どもには楽しんでほしいと思い

ます。でも目先のおもしろさだけでは決して

終わらない、そういう授業づくりをしていきた

い。年間20時間ではもちろんペラペラ話せ

る子が育つわけではありません。大事なの

は、ジェスチャーや知っている単語だけを並

べてでも、相手に自分の言いたいことを伝え

ようとする姿勢、全部はわからないけれど相

手の言うことを何とか理解しようとする姿勢、

それを英語を通して身につけてほしいと思

っています。

そして教える側にとっては、教科のようなか

っちりとした指針ではなくていいので、何か拠

りどころになるものが必要だと思います。京都

市には幸い試案があり、支援センター＊3があ

りますので、そこへ行けば指導計画や教材の

相談、貸し出しなどもしてもらえます。もしそ

の存在がなかったら、これまでやってこれた

だろうかと思います。今後、文部科学省でテ

キストなどが用意されるかもしれませんが、

それを参考にしてアレンジして使ってくださ

い、と言ってもらえれば、現場としては安心し

ます。そういうゆるやかな指針があるとうれ

しいですね。

今までの経験から、何もないところから、

一から作り出すおもしろさも感じてきました。

試案のグループ研究を京都市でやっています

が、「こんなのはどうだろう、あんなことはど

うだろう」と、メンバーがいろいろなアイディ

アを出し合って議論するのが、とても楽しい
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です。

こんなおもしろい小学校英語活動は、是非

私たち小学校の教師にやらせてほしいと思

います。小学校英語の楽しさは少しずつ現場

に浸透してきています。小学校でもある程度

の準備期間と研修などのサポート体制があ

れば、私たちは自信をもって英語活動に向き

合うことができると確信しています。（談）

＊3 京都市総合教育センターの中にある「カリキュラム
開発支援センター」

西陣中央小学校は、成逸、西陣、桃園、聚楽の 4つの小学校が統合して、1997年 4月に開校し

た。いずれも明治 2年「町衆」の力によって誕生した小学校で、教育熱心な保護者が多く、学校

の取り組みに対しても非常に協力的である。英語活動には2000年度から取り組み始め、2002

年度に「英語活動部」が設けられた。英語活動は、「総合的な学習の時間」の中で、学級担任が中

心となり、3年生以上に年間20時間実施している。

京都市立西陣中央小学校


